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令和６年足寄町はたちのつどいが１月７日に町民センターで行われました。
華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ20歳（平成15年４月２日から
平成16年４月１日生まれ）の44人が出席し、晴れやかな門出を祝いました。
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新たな門出・輝く未来
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１誓いの言葉を述べる久保さん
２記念品を受け取る須藤さんと
　狭間さん
３岸田さんによる飲酒運転撲滅
　の誓い
４真剣な眼差しの参加者
５式典後の祝賀会

二十歳の抱負
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おいしいお餅ができたかな？

足寄の食材でピザ作り
　書き初め大会（町教育委員会主催）が町民
センターで行われ、小学生から一般まで20人
が参加しました。
　参加者らは講師の小林雅子さん、須藤真実さん、
林恵さんから書き初め課題の書き方について説
明を受け「よいこ」「青い地球」「晴れた空」
「花鳥風月」「春光日々新」などを力強く書
き上げました。

町の安全・安心のために

心を込めて丁寧に
　足寄中学校（中井哲校長）の１年生が総合
地域学習の授業で鳥羽農場（鷲府）の鳥羽昇
子さん、尾西泰代さんを講師に招き「足寄ピザ」
作りを体験しました。
　生徒らは、あしょろチーズ工房のチーズを
はじめ足寄産の食材を使った具だくさんのピ
ザを作り「みんなで考えた足寄ピザ作りは、
とても楽しかった」などと感想を話しました。

メリークリスマス！

　歳末の防犯強化と地域安全活動の啓発を目
的として町防犯協会（後藤次雄会長）主催の
歳末防犯一斉パトロールが開催され、防犯協
会や少年補導員、本別警察署など17人が参加
しました。
　参加者は５班に分かれて市街地を巡回し、
商店や歩行者などに防犯啓発グッズを手渡し
ながら、年末年始の防犯等を呼び掛けました。

12/2112/21 地域の安全を呼び掛ける

1/41/4　足寄消防団（髙木廣志団長）の出初め式が
町民センターで行われました。
　式典では、勤続表彰等の表彰伝達が行われ
た後、髙木団長が「１月１日に能登半島を中
心とした大きな地震がありました。団員の皆
さんにもこの大地震を地震災害について考え
る機会にしていただきたい」と年頭の訓示を
述べました。

12/1512/15

1/111/11

　町認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）
で、へき地保育所の園児らも参加して餅つき
が行われました。
　園児らは餅つきの歌を元気よく歌ったり、
お餅が登場する絵本を見た後、らいおん（年
長）組の子どもたちが「よいしょ、よいしょ」
の掛け声に合わせて力強くお餅をつきました。

1/111/11

　足寄消防署の岡田翔消防士が、十勝地区予
選を勝ち抜き、帯広市で行われた第48回道東
地区消防職員意見発表会で「自らの地域は自
らで守る」と題して、自治体全体での防災参
加のあり方について発表し、最高賞を受賞し
ました。
　岡田消防士は４月に札幌市で開催される全
道大会に道東地区代表として出場します。

救助活動の経験を生かして
1/121/12

12/1912/19

12/2212/22

どんぐりクリスマス会どんぐりクリスマス会
足寄ロータリークラブから足寄ロータリークラブから
どんぐり園児らへプレゼントどんぐり園児らへプレゼント

冬休みを楽しく過ごす

12/2612/26

12/26～28　冬休みチャレンジクラブ12/26～28　冬休みチャレンジクラブ

　町内の小学生58人が参加して冬休みチャレン
ジクラブ（町教育委員会主催）が行われました。

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

足寄消防団協力事業所表示証の交付（更新）を行いました

敬老祝金（商品券）の
有効期限が満了します

十勝町村職員採用試験説明会を
行います

　町では、地域の防災能力の強化向上のため「消防団協力事業所表示制度」を導入・推進してい
ます。
　これは従業員の勤務時間中の消防団活動への便宜や従業員の入団促進等、消防団に積極的に協
力している事業所またはその他の団体に対して、町が「消防団協力事業所」と認定し、表示証の
交付や広報紙等で公表することで、事業所の協力が社会貢献として広く認められるものです（消
防団に所属している従業員の人数等の要件があります）。

詳　細　足寄消防署　　☎２５－２６１９ 道東舗道株式会社

　表示証は認定日から２年間の有効期限で交
付しており、このたび、道東舗道株式会社が
期限を迎え、令和５年12月１日に更新を行い
ました。これまでの間、勤務時間中に災害等
が発生した場合に、消防団員が迅速に出動で
きるように配慮するなど、消防団活動に深い
理解と積極的な協力をいただき、地域の安全・
安心の確保に大きく寄与しています。
　今後も事業所との協力を通して地域の防災
体制を一層充実させていきます。

　令和５年９月15日現在において77歳、88歳、
99歳の方を対象に昨年９月にお渡しした敬老祝
金（商品券）の有効期限が迫っていますので、
期限内にご使用ください。
　期限を過ぎた商品券は使用で
きませんので、あらかじめご了
承願います。
有効期限　令和６年３月14日㈭
詳　細　役場福祉課高齢者福祉担当
　　　　☎２８－３８５４

産前産後期間の国民健康保険税の減免について

　令和６年１月から、国保加入者が出産する場合に、出産する方の国保税の所得割と均等割が減免
されることになりました。
・対象者および減免期間
　対 象 者　出産する被保険者
　減免内容　出産する被保険者の国保税の所得割と均等割
　減免期間　出産予定月の前月から出産予定月の翌々月までの４カ月分
　　　　　　多胎妊娠の場合は出産予定月の３月前から出産予定月の翌々月までの６カ月分

３月前 ２月前 前月 出産月 翌月 翌々月
単胎妊娠 出産日

( 出産予定日）
４カ月間

多胎妊娠 ６カ月間

※令和５年11月に出産した方から対象（減免は令和６年１月分国保税から適用）
　減免期間が複数年度にまたがる場合は、その月の属する年度分から月割りで減額します。

・必要書類等
出産前に申請する場合 出産の予定日が分かる書類・多胎妊娠の場合はその事実が分かる書類
出生届時に申請する場合 なし（出生届で提出していただいた書類で確認します）
出産後に申請する場合 出産した被保険者と当該出産に係る子との身分関係が分かる書類
共 通 事 項 窓口で手続きする方の身分証明書（写真付きは１つ、写真なしは２つ）

※実際の減免額は、世帯の所得等の要因により異なりますので、ご不明な点などは担当までお問い
合わせください。
詳　細　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７

　十勝18町村の職員から職場の雰囲気や仕事
内容などの話が一度に聞ける説明会です（令
和７年４月採用予定者向け）。町村職員が皆
さんの「？」にお答えします！
日　時　　３月５日㈫～６日㈬
　　　　　午後０時30分～４時
対象者　　高校生・短大生、大学生・社会人
場　所　　とかちプラザ
申込方法　応募フォームから必要事項を入力
　　　　　の上、申し込みください。

申込期限　２月20日㈫　午後５時まで
詳　細　十勝町村会事務局
　　　　☎０１５５－２３－６２０４
　　　　役場総務課職員担当
　　　　☎２８－３８５０

応募フォーム

町公式ＬＩＮＥの登録について

詳　細　役場総務課情報管理担当
　　　　☎２８－３８５０

　町公式ＬＩＮＥにご登録いた
だき、行政情報、イベント情報
などの情報項目を選択いただく
ことで必要な情報を受信できま
す。まだ利用されていない方は
ぜひご登録ください。

町公式ＬＩＮＥ
登録

転出届はマイナポータルからオンライン申請できます

　マイナポータルを通じたオンラインによる転出届について
■手続きの流れ
　①転出する人は、マイナポータルにアクセスします。
　②マイナポータルで転出届を行い、引越し先の自治体の窓口に転入届に行く予定日を入力します。
　③今まで住んでいた自治体が、引越し先の自治体に、今までの住所や世帯情報等を連絡します。
　④マイナンバーカードを持参して、②で入力した転入届出予定日に、引越し先の自治体で転入手

続きをします。
■サービスを利用できる方
　電子証明が有効なマイナンバーカードをお持ちで、日本国内で引越しをする方。また、マイナン
バーカードに対応したスマートフォンまたはＩＣカードリーダーとパソコン等が必要です。
■対象者
　・ご自身単身またはご自身と同一世帯員の引越し
　・ご自身以外の同一世帯員の方の引越し
■転出手続き
　転出手続きの申請期間：新住所に住み始める30日前から住み始めた日以後10日以内
■ご注意
　転出に伴う国民健康保険等、他の手続きがある方については、来庁していただく必要があります。
詳細　役場住民課戸籍年金担当　☎２８－３８５６

マイナポータル

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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まちづくりに関するアンケート調査結果についてまちづくりに関するアンケート調査結果について
　　町では、将来のまちづくりの指針となる「足寄町第７次総合計画（計画期間：町では、将来のまちづくりの指針となる「足寄町第７次総合計画（計画期間：
令和７～16年度）」の策定に向け、18歳以上の全町民を対象に「まちづくりに関令和７～16年度）」の策定に向け、18歳以上の全町民を対象に「まちづくりに関
するアンケート」を実施しました。するアンケート」を実施しました。
　このたび、皆さんから頂いた回答を取りまとめましたので、アンケート結果　このたび、皆さんから頂いた回答を取りまとめましたので、アンケート結果
の概要をお知らせします。の概要をお知らせします。
　なお、アンケート結果については、町ホームページで公開していますので、　なお、アンケート結果については、町ホームページで公開していますので、
ご覧ください。ご覧ください。

《調査概要》
〇調査目的　　次期まちづくりの指針となる「足寄町第７次総合計画」の策定に当たり、まちづくり

に対しての町民の意識や満足度、意見を把握し、本計画策定の参考とする。
〇調査期間　　令和５年９月７日～10月６日
〇調査対象　　令和５年４月１日現在18歳以上の全町民　５, ２８５人
〇回答者数　　１, ２７１人（回答率24.0％）

《回答者の属性》

《定住意向》
今後も足寄町に住み続けたいかお聞きしました。

《足寄町の暮らしについて》

《まちづくりに対する意見や提案の一部を紹介します》
〇若者が働ける場所を増やしてほしい。町民の意見を聞く機会を増やしてほしい（10代女性）
〇自治会回覧の負担が大きいことや、資源がもったいないと感じるのでできるかぎり広報あしょろに集

約したほうがよいのではないかと思います。（20代女性）
〇現役世代を増やさないことには、どのサービスも継続できなくなる。何をやるにも人がいなければで

きない。いかに現役世代が町に来てくれるのか、残ってくれるのかを考えた施策をしていかなければ
ならない。そのためには今まで無料で行っていた公的サービスや高齢者等へのサービスを見直すこと
も必要と思われる。（30代男性）

〇子育てをする中で、足寄町内に常時小児科の専門医がいないことはとても不安です。毎日居てくれる
小児科の専門の先生を希望します。今年は暑い日が続き子供達を学校に行かせるのが不安な日が続き
ました。学校に早くクーラーがつくことを願っています。（40代女性）

〇多世代交流の場を積極的に創設して、世代ごとのニーズを把握すること。それらの活動の中で生まれた、
町民からのアイデアを積極的に取り入れること。（50代女性）

〇60代の男性です。パソコンはじめ、ＳＮＳ等新しい社会についていけません。インターネットなど情
報の用語が理解できずにいます。スマホなどで確認はするのですが、情報社会について行く為の勉強
会などを各地域で行ってほしいと思います。（60代男性）

〇医療の充実、帯広専門医に行くのが大変（交通が不便）（70代男性）
〇町の広報見ると人口が減少していますね。高校卒業したら就職する場がないから結局、他の市町村へ

出て行ってしまいます。これでは益々人口減ってしまいます。町としていかがでしょうか。以上です。
（80代以上性別無回答）

満足度 重要度
１位 上水道（良質で安全な水の供給） １位 医療

２位 消防・救急体制 ２位 消防・救急体制

３位 生活排水処理（下水道・浄化槽の整備） ３位 上水道（良質で安全な水の供給）

… … … …

36位 医療 36位 公営住宅の整備

37位 企業誘致や企業活動の支援 37位 国際交流の推進

38位 雇用・労働の確保 38位 ゼロカーボンの推進

　医療や福祉、環境保全、教育、産業、行財政運営など全38項目にわたり、足寄町の暮らしについて現在
の「満足度」と今後の「重要度」をお聞きしました。

《町外に移りたいと思う主な理由》

詳細　総務課企画財政室　☎２８－３８５１

　町外に移り住みたいと答えた方の理由のうち、多く回答があった上位３項目は次のとおりです（複数回
答含む）。

通院や買い物などの交通が不便だから

必要な医療が受けられないから（今後不安だ
から）

買い物や娯楽などの場が少なく、不便だから

２０４

１４７

１４７
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　この給付金は、物価高騰による影響が特に大きい令和５年度住民
税均等割非課税世帯を支援する新たな給付金です（※物価高騰対応
重点支援地方創生臨時交付金を活用）。
・給付金を受け取るためには、手続きが必要です。
・本給付金は差し押さえ禁止等および非課税対象です。

１世帯当たり７万円 町が確認書 ( または申請書 ) を受理
した日から２週間後が目安です。

申請が必要です

給付金の支給額 給付金の支給時期

支給対象と申請の有無
支給対象となる世帯

給付金の支給手続き「Ⅰ」へ 給付金の支給手続き「Ⅱ」へ

期限：令和６年３月29日（金）まで

住民税均等割非課税世帯等の皆さんへ住民税均等割非課税世帯等の皆さんへ

足寄町価格高騰重点支援給付金
（７万円/１世帯）のご案内

・基準日（令和５年12月１日）に足寄町に住民登録があり、世帯全員が住民税均等割
が非課税である世帯

※世帯全員が課税者の税法上の扶養となっている場合は支給対象となりません。

期限：令和６年３月29日（金）まで

確認書の返送が必要です

Ⅱ　世帯の中に令和５年１月２日以降に転入した方がいる等、税情
　　報の確認できない方がいる場合

・給付金を受け取るには、申請が必要です。
・申請書に必要事項を記入して、添付書類（本人確認書類、

口座確認書類）とともに、町福祉課窓口に直接または郵

送でご提出ください。

給付金の支給手続き

　・対象と思われる世帯には、足寄町から、給付内容や確認事項が書かれた確認書を
送付しています。

　・中身を確認して、町福祉課に返信してください。
　　【確認事項】
　　①記載された給付金の振込口座番号に誤りがないか
　　②住民税が課税されている方の扶養親族のみの世帯でないこと　など
　　※振込口座は前回支給した給付金の口座情報が記載されています。
　　　世帯主が変更になっている等の場合は口座情報が空欄となっていますので、
　　　受取口座の記入が必要です。

　　　住民税非課税世帯等に対する給付金の
　　 「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！
自宅や職場などに都道府県・市区町村や国の職員などをかたる
不審な電話や郵便があった場合は、町福祉課や最寄りの警察署
か警察相談専用電話 ( ＃ 9110) にご連絡ください。

詳　細　役場福祉課福祉担当　☎２５－２２１６

Ⅰ　世帯の全ての方が、令和５年１月１日以前から現住所にお住ま
　　いの場合

足寄町から「確認書」を送付
（１月中旬に対象世帯に送付済み）

令和５年１月２日以降に
町外からの転入者がいる世帯

世帯全員が令和５年１月１日以前
から現住所にお住まいの世帯
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◎
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
い
つ
ま
で
も
自
立

し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

　
日
本
の
平
均
寿
命
は
、
厚
生
労
働
省
「
令

和
４
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、
男
性

81
・
05
歳
、
女
性
87
・
09
歳
と
、
世
界
有
数

の
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

元
気
に
自
立
し
た
生
活
を
送
り
た
い
、
健
康

で
長
生
き
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
方
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
均
寿

命
だ
け
で
な
く
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
と
は
、
日
常
生
活
に
制
限
が
な

く
、
心
身
と
も
に
自
立
し
健
康
的
に
生
活
で

き
る
期
間
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
平
均
寿
命

と
健
康
寿
命
に
は
、
男
性
で
約
９
年
、
女
性

で
約
12
年
の
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
が
日
常
生
活
に
制
限
が
あ
り
、
何

ら
か
の
介
護
が
必
要
な
期
間
に
な
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
家
族
に
負
担
を
か

け
な
い
た
め
に
も
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
介

護
が
必
要
な
期
間
を
短
く
す
る
こ
と
が
大
事

に
な
り
ま
す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
、
フ
レ
イ
ル
の
予
防
が
効
果
的
で
す
。

◎
フ
レ
イ
ル
と
は
？

　
誰
し
も
年
齢
と
と
も
に
体
の
力
が
弱
く
な

◎
地
域
に
あ
る
自
主
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
「
自
主
グ
ル
ー
プ
」
と
は
、
地
域
の
方
が

気
軽
に
集
ま
り
、
体
操
等
を
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
現

在
、
町
内
に
は
７
地
区
に
自
主
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
体
操
中
心
の
活
動
で
す
が
、
参

加
者
同
士
の
交
流
が
楽
し
み
と
い
う
方
も
多

く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
重
り
を
付

け
て
行
う
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
区
が
２
カ
所
、
福
祉
課
で
開

催
し
た
認
知
症
予
防
教
室
後
も
継
続
し
て
活

動
し
て
い
る
地
区
が
５
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

自
主
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
み
た
い
方

や
、
自
分
た
ち
の
お
住
ま
い
の
地
区
で
も
自

主
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
活
動
を
し
た
い

等
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

詳
細　
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
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～
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
～

フ
レ
イ
ル
予
防
と
介
護
予
防
の
自
主
グ
ル
ー
プ

活
動
を
紹
介
し
ま
す

地区 場所 日時

芽登 芽登寿の家 毎週木曜日
午後１時30分～

上足寄 上足寄集落セ
ンター

毎週木曜日
午前10時～

地区 場所 日時
西町１丁目～６丁目
カシワの会 はたらくものの憩の家 第２・４月曜日

午前10時～
西町７丁目～美盛
アカゲラの会 西町コミュニティセンター 毎週水曜日午前10時～

中島１・２区 中島コミュニティセンター 毎週火曜日午前10時～
北１区～南７条
太陽クラブ 南区コミュニティセンター 毎週水曜日午前10時～
栄町１・２丁目
南６条６・７丁目
レインボークラブ

緑栄コミュニティセンター 毎週水曜日午前９時30分～

いきいき百歳体操認知症予防教室後の自主グループ

り
、
外
出
す
る
機
会
が
減
り
、
病
気
に
な
ら

な
い
ま
で
も
何
ら
か
の
手
助
け
や
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
心
と
体

の
動
き
が
弱
っ
て
き
た
状
態
を「
フ
レ
イ
ル
」

と
呼
び
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
「
健
康
な
状
態
」
と
「
介
護

が
必
要
な
状
態
」
の
中
間
の
段
階
で
、
そ
の

ま
ま
放
っ
て
お
く
と
介
護
が
必
要
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
心
や
体
の
ち
ょ
っ
と
し

た
衰
え
に
い
ち
早
く
気
付
き
対
処
す
る
こ
と

で
、
健
康
な
状
態
に
戻
っ
た
り
、
フ
レ
イ
ル

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が
る
最
初
の
サ
イ
ン

は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
る
こ
と

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た

め
に
、
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
に

あ
る
自
主
グ
ル
ー
プ
へ

の
参
加
等
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

が
理
想
的
で
す
。

◎
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
体
の
状
態
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う

　
簡
単
に
で
き
る
自
己
評
価
法
で
体
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

１点 ０点
６カ月間で２～３kg の体重減少が
ありましたか？ はい いいえ

以前に比べて歩く速度が遅くなっ
てきたと思いますか？ はい いいえ

ウォーキング等の運動を週１回以上
していますか？ いいえ はい

５分前のことが思い出せますか？ いいえ はい

（ここ２週間）わけもなく疲れた
ような感じがする はい いいえ

簡易フレイルインデックス

合計３点以上で「フレイル」、１～２点で「フレ
イル予備軍」となります。

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
別

ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。  

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
限
定
せ
ず
「
住
ま

い
に
関
す
る
こ
と
」

「
夫
婦
こ
ど
も
の
問

題
」「
相
続
・
遺
言
」

「
負
債
の
整
理
」
な

ど
困
り
ご
と
を
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
３
月
14
日
㈭

時　
間　
午
後
１
時
～
４
時

※
お
１
人
30
分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
場
所　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
受
付　
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。必
要
事
項
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

料　
金　
相
談
料
は
無
料
（
業
務
を
委
任
し

た
場
合
は
、
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

　
今
月
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
い

け
ど
「
申
立
費
用
が
足
り
な
い
」
や
「
申
し

立
て
す
る
親
族
が
い
な
い
」
な
ど
申
し
立
て

が
困
難
な
方
へ
町
が
行
っ
て
い
る
支
援
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
に
つ
い
て

▼
助
成
対
象
と
な
る
費
用

・
成
年
後
見
等
開
始
の
審
判
開
始
に
要
す
る

無
料
法
律
相
談
開
催
の
お
知
ら
せ

詳　
細　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

　

�

（
南
６

－

２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

�
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費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部

・
成
年
後
見
等
開
始
の
審
判
に
要
す
る
費
用

の
全
部
ま
た
は
一
部

・
親
族
で
は
な
い
第
三
者
で
あ
る
成
年
後
見

人
等
の
報
酬
の
全
部
ま
た
は
一
部

※
報
酬
助
成
額
は
家
庭
裁
判
所
が
決
め
る
額

の
範
囲
内
で
施
設
や
病
院
等
へ
入
院
し
て
い

る
場
合
と
そ
れ
以
外
の
場
合
で
上
限
額
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

・
低
所
得
者
で
審
判
申
し
立
て
に
要
す
る
費

用
や
成
年
後
見
人
等
へ
の
報
酬
等
を
負
担
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
方
。

※
町
内
に
在
住
ま
た
は
町
外
在
住
で
も
介
護

保
険
法
等
で
住
所
地
特
例
を
受
け
て
い
る
方

が
対
象
で
す
。

町
長
申
立
制
度
に
つ
い
て

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た
い
、
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
で
、
申
し
立
て
を
す

る
親
族
等
が
い
な
い
場
合
、
町
が
代
わ
っ
て

申
し
立
て
を
行
う
制
度
で
す
。
申
立
費
用
は

町
が
負
担
し
ま
す
が
、
本
人
が
負
担
す
べ
き

事
情
が
あ
る
場
合
は
町
が
家
庭
裁
判
所
に
申

し
立
て
を
し
、
申
立
費
用
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
請
求
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
役
場
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
：
申
し
立
て
を
し
た
ら
ど
の
く
ら
い
で
審

判
が
決
定
し
ま
す
か
？

Ａ
：
各
種
申
し
立
て
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ

え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
が
、
後
見
を
受
け

て
い
な
い
証
明
や
親
族
関
係
を
確
認
す
る
戸

籍
な
ど
必
要
書
類
を
集
め
る
の
に
１
週
間
か

ら
数
週
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
書
類

が
そ
ろ
っ
た
ら
家
庭
裁
判
所
（
家
裁
）
に
提

出
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
書
類
の
確
認
や
面

接
な
ど
一
般
的
な
場
合
２
～
３
カ
月
ほ
ど
で

決
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
そ
れ
以
上
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
申
立
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

Ａ
：
家
裁
へ
の
申
立
費
用
等
は
１
万
円
程
度

で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
戸
籍
謄
本
取
得
の
手

数
料
や
医
師
の
診
断
書
発
行
費
用
、
場
合
に

よ
っ
て
は
家
裁
申
し
立
て
後
医
師
に
よ
る
鑑

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ス

に
も
よ
り
ま
す
が
ト
ー
タ
ル
で
２
～
10
万
円

か
か
り
ま
す
。
費
用
負
担
が
で
き
な
い
場
合

は
町
に
よ
る
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。
弁
護

士
や
司
法
書
士
に
手
続
き
を
依
頼
し
た
場
合

こ
れ
に
報
酬
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
：
後
見
人
は
ど
ん
な
こ
と
を
本
人
に
代
わ

っ
て
し
て
く
れ
る
の
？

Ａ
：
後
見
人
等
が
行
う
権
限
に
は
限
り
が
あ

り
、
医
療
行
為
（
手
術
等
）
へ
の
同
意
や
、

本
人
の
介
護
、
食
事
を
作
る
、
病
院
へ
の
送

迎
な
ど
は
後
見
業
務
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
お

金
や
財
産
の
管
理
、
施
設
入
所
時
の
契
約
、

要
介
護
認
定
の
申

請
な
ど
が
本
来
業

務（
で
き
る
こ
と
）

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
後
見
人
が
決
ま
っ
た
ら
家
族
は
何
も
し

な
く
て
よ
く
な
る
の
？

Ａ
：
後
見
人
等
に
選
任
さ
れ
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
後
見
人
等
が
正
し
く
財
産
を
管
理
し

て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

後
見
人
等
は
被
後
見
人
が
死
亡
し
た
後
、
病

院
や
施
設
の
料
金
の
精
算
や
葬
儀
の
手
配
ま

で
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は

財
産
を
相
続
人
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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守
ろ
う
こ
こ
ろ
の
健
康
と
い
の
ち

◎
毎
年
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
自
殺
対
策
基
本
法
で
は
「
誰
も
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
３
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し
て

相
談
事
業
や
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ご
自
身
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
周
り
に

悩
ん
で
い
る
方
が
い
た
と
き
の
対
応
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
こ
こ
ろ
の
健
康
〉

　
私
た
ち
の
身
体
は
自
律
神
経
系
・
内
分
泌

系
・
免
疫
系
の
バ
ラ
ン
ス
で
微
妙
に
調
整
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
こ
こ
ろ
の
健
康
に
も
影
響
し

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す
る
と
「
う
つ
病
」

な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
を
発
症
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

〈
ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
〉

・
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・
肩
こ
り
や
頭
痛
が
ひ
ど
く
な
っ
た

・
お
酒
や
間
食
の
量
が
増
え
た

・
い
つ
も
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る

・
眠
れ
な
い　
等

す
る
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
へ
の

対
処
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

詳　
細　
役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

〈
あ
な
た
の
周
り
に
気
に
な
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
〉

　
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
て
、
悩
ん
で
い
そ

う
な
方
が
周
囲
に
い
た

ら
、
そ
っ
と
声
を
掛
け
、

話
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

①
気
付
く

　
こ
れ
ま
で
と
違
う
様
子
や
、
思
い
悩
ん
で

い
る
様
子
に
気
付
い
た
ら
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

②
聴
く

　
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
心
配

し
て
い
る
こ
と
を
し

っ
か
り
と
相
手
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
話
を
聴
く
と
き

に
は
本
人
の
気
持
ち

に
寄
り
添
っ
て
聴
い

て
く
だ
さ
い
。

③
相
談
に
つ
な
げ
る

　
相
手
の
状
況
に
応
じ
て
、
専
門
機
関
や
医

療
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自

分
た
ち
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が

あ
る
こ
と
を
そ
っ
と
知
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

〈
う
つ
病
〉

　
う
つ
病
は
、
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ
り
、
物

事
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
失
っ
て
し
ま
う

精
神
的
疾
患
で
す
が
、
頭
痛
や
便
秘
な
ど
の

身
体
症
状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
う
つ

病
を
放
置
し
て
お
く
と
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
精
神
科
や
心
療
内

科
へ
受
診
し
早
期
に
治

療
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〉

　
ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
適
切
な
対
処
法
を
実
践
す
る
こ
と
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。

　
入
浴
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

を
確
保
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
を
工
夫
す
る
、
も
の

の
見
方
・
考
え
方
を
変
え

て
み
る
、
自
分
の
趣
味
に

熱
中
す
る
、
睡
眠
を
確
保

厚労省ＨＰ
「まもろうよこころ」

④
見
守
る

　
早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
焦
っ
た
り

せ
ず
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
距
離
感
で

付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
図
書
館
ル
イ
カ
で
こ
こ
ろ
の
健
康
・
自
殺

予
防
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す

　
図
書
の
紹
介
・
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

　
３
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

　　水道水　安心・安全　これからも水道水　安心・安全　これからも 第45号第45号

あしょろの上下水道あしょろの上下水道

　令和６年４月１日から足寄町下水道事業が水道事業と同様に地方公営企業としてスタートします。
　地方公営企業とは、地方公共団体が経営する企業で、町の財政から独立した会計となり、経営業績
や財政状況について、より正確に把握することができるようになります。地方公営企業に移行するこ
とによる住民の皆さまに対するサービスや手続きなどに変更はございませんが、消費税法改正に伴う
インボイス登録番号につきましては４月１日以降変更となる予定です。
　下水道事業の公営企業化に伴い、今後さらなる健全経営に努めてまいります。

　詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

４月１日から下水道事業が公営企業に変わります

各種水道料金および公共下水道使用料の再振替を終了します
　定例日（毎月25日）の口座振替で残高不足により振替不能となった口座に対して実施
している再振替は令和６年３月末で終了します。口座振替を利用している使用者の皆さ
まにおきましては、振替前の残高確認をお願いします。
　定例日に振替不能となった場合は、納入通知書を郵送しますので金融機関窓口または
コンビニエンスストア等で支払いをお願いします。

冬期間の水道凍結に注意してください
　寒い日が続いています。水道管の凍結事故も多発しています。
　旅行等で長期間家を空けるときや真冬日が続いたときは、特に注意が必要なので水落
としを行いましょう。
　水道管が凍結または破裂した場合は、速やかに足寄町指定給水装置工事事業者に直接
連絡をし、修理を行ってください。

上下水道の使用開始・中止をするときは、
事前に建設課上下水道室まで届出ください

・転入、転出、転居のとき
・上下水道の用途が変わるとき（家事用から業務用への変更等）
・上下水道の使用者が変わるとき
・上下水道を再び使用するとき
・家を取り壊して上下水道を廃止するとき（別途給水工事の撤去申請も必要）
・１カ月以上にわたり上下水道を使用しないとき

　水道の使用開始・中止の手続きは、役場建設課上下
水道室の窓口、電話のほか町ホームページからオンラ
インで申し込むことができます。オンラインでの申し
込みの際は、記載されている注意事項を必ず確認して
から入力フォームに進んでください。 入力フォーム
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詳
細

　
消
費
生
活
相
談
所　
　
☎
28

－

０
５
８
５

　
（
南
６

－
２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

　
先
月
号
で
、
一
般
的
に
「
マ
ル
チ
商
法
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
「
連
鎖
販
売
取
引
」
の
注

意
点
で
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
ト
ラ
ブ
ル
事

例
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
消
費
者

の
生
活
様
式
が
一
変
し
た
こ
と
も
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、
恋
愛
に
関
し
て
も
、

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
な
ど
若
者
か
ら
中
高
年
ま
で
幅
広
い
世

代
で
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
月
号
で
は
近
年
増
加
し
て
い
る
婚
活
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
婚
活
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
は
ど
う
い

う
も
の
で
す
か
？

Ａ
：
10
年
ほ
ど
前
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た

人
物
と
対
面
し
、
結
婚
を
匂
わ
せ
て
貴
金
属

や
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
さ
せ
る
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
「
デ
ー
ト
商
法
」
が
流
行
し
ま
し

た
。
近
年
は
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
知
り
合

っ
た
人
物
か
ら
副
業
の
勧
誘
を
さ
れ
お
金
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
「
副
業
詐

欺
」
や
、
二
人
の
将
来
の
た

め
に
と
暗
号
資
産
投
資
や
Ｆ

Ｘ
取
引
に
勧
誘
さ
れ
大
金
を

送
金
さ
せ
る
「
ロ
マ
ン
ス
投

資
詐
欺
」
な
ど
の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

「
高
額
な
入
会
金
を
支
払
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
」「
契
約
す
れ
ば
、
必
ず
結
婚
で
き
る

と
思
い
込
ま
さ
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
例
「
ロ
マ
ン
ス
投
資
詐
欺
」

　
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
日
本
在
住
の
イ
ギ

リ
ス
人
男
性
と
知
り
合
い
、
無
料
メ
ッ
セ
ー

ジ
ア
プ
リ
で
連
絡
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。

や
り
取
り
開
始
時
か
ら
「
結
婚
後
に
悠
々
自

適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
二
人
で
資
金
を
出

し
投
資
を
し
よ
う
」
と
言
わ
れ
、
暗
号
資
産

を
購
入
し
、
指
定
し
た
口
座
に
合
計
１
３
０

万
円
分
の
暗
号
資
産
を
送
っ
た
。
数
日
後
に

男
性
と
会
う
約
束
を
し
て
い
た
が
相
手
か
ら「
新

型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
の
で
会
え
な
い
」
と

連
絡
が
あ
っ
た
。
翌
月
に
相
手
が
50
万
円
分

を
用
意
し
た
の
で
、
私
は
40
万
円
分
を
用
意

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
20
万
円
分
し
か

用
意
で
き
な
い
と
伝
え
、暗
号
資
産
で
送
る
と
、

そ
の
日
か
ら
相
手
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ

た
。（
２
０
２
２
年
８
月
受
付　
40
歳
代
女
性
）

�

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
事
例
よ
り
引
用

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

〇
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

　
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
等
の
利
用
規
約
で
は

物
や
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
行
為
を
禁
止
し
て
い

た
り
、
外
部
サ
イ
ト
・
外
部
サ
ー
ビ
ス
へ
誘

導
す
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
規
約
や
注
意
事
項
を
よ
く
読

み
、
禁
止
行
為
や
疑
わ
し
い
行
為
を
持
ち
掛

け
て
く
る
相
手
と
は
や
り
取
り
を
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
禁
止
行
為
等
を
受
け
た
と
き
は
サ
イ
ト
や

ア
プ
リ
の
運
営
会
社
に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

豆
知
識　

　
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
は
月
額
制
ま
た
は
無

料
で
利
用
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ア
プ

リ
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
に
違
い

が
あ
る
の
で
十
分
理
解
し
た
上
で
利
用
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
会
員
登
録
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

〇
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス

　
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
は
、
結
婚
を
希

望
す
る
人
に
対
し
お
互
い
の
条
件
が
一
致
し

た
異
性
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
自
分
の
気
に
入
る
人
が
必
ず
紹

介
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
結
婚
で
き
る
か
ど

う
か
も
不
確
実
な
も
の
で
す
。「
必
ず
条
件

に
合
う
人
を
紹
介
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

も
、
過
度
な
期
待
は
抱
か
ず
慎
重
に
契
約
し

ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
契

約
す
る
前
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
詳
細
や
、
具

体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
回
数
・
期
間
、
会

員
デ
ー
タ
の
提
供
や
お
見
合
い
な
ど
の
費
用

に
つ
い
て
、
納
得
で
き
る
ま
で
説
明
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

豆
知
識　

　
電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
自
宅
で
契
約
し
た
場

合
は
訪
問
販
売
と
な
り
、
契
約
前
に
概
要
書

面
で
重
要
事
項
を
説
明
す
る
こ
と
や
契
約
書

を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

【
相
手
の
特
徴
】

□
自
称
外
国
人
や
外
国
の
在
住
経
験
が
あ
る

日
本
人

□
不
自
然
な
日
本
語

□
暗
号
資
産
や
Ｆ
Ｘ
な
ど
で
も
う
け
て
い
る

【
連
絡
の
取
り
方
】

□
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
か
ら
早
々
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
へ
連
絡
方
法
の
変
更
を
提
示

□
ま
め
な
連
絡

【
投
資
の
誘
い
文
句
】

□
投
資
に
詳
し
い
家
族
や
親
戚
（
知
人
）
の

言
う
通
り
に
投
資
す
れ
ば
も
う
か
る

□
結
婚
資
金
を
貯
め
る
た
め
に
投
資
し
よ
う

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
：
カ
ナ
ダ
と
日

本
を
比
較
し
て

　
　
　
　
　
カ
ミ
ー
ル
・
エ
ス
ペ
リ
ー
タ

プレゼントを交換した
カミールさんのご両親

　
カ
ナ
ダ
で
の
一
般
的
な
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
プ
ル
な
カ
ー
ド
を
用
意
し
、
そ
こ

に
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
添

え
て
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
友
達
、
普
段
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
や
同
僚
な
ど
に

贈
り
ま
す
。
し
か
し
、
カ
ッ
プ
ル
に
な
る

と
、
お
花
や
宝
石
、
時
に
は
海
外
旅
行
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
数
年
前
、
私
の
父
は
母
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

へ
の
里
帰
り
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、
そ
の
お
返
し
に
、
母
は

新
し
い
腕
時
計
と
豪
華
な
手
料

理
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
日
本

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
は
異

な
り
、
カ
ナ
ダ
で
は
男
女
が
お

互
い
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し

合
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
私
は
初
め
て
日
本
で

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
経
験

し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
学
ん

だ
こ
と
は
、
日
本
で
は
主
に
女

性
が
中
心
に
な
っ
て
、
男
性
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
文
化
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
周
り

の
女
性
た
ち
が
友
達
や
家
族
、
恋
人
に
渡

す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
は
と
て
も
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
日
本
に
は
「
本
命
チ
ョ
コ
」
と
「
義

理
チ
ョ
コ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
私
は
友
達
の
恋
愛
話
を
聞

く
こ
と
が
好
き
な
の
で
す
が
、
日
本
の
友

人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
「
本
命
チ
ョ
コ
」

を
渡
せ
ば
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
悩

む
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
女
性
た

ち
が
好
き
な
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
選
ん
だ
り
、
作
っ
た

り
と
た
く
さ
ん
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
祝
い
方
は
日
本

と
カ
ナ
ダ
で
は
異
な
り
ま
す
が
、
自
分
の

周
り
の
人
た
ち
に
愛
や
感
謝
を
表
現
す
る

と
い
う
精
神
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
ま
す
か
。

故
・
熊
澤
芳
潔
さん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

　
元
足
寄
町
議
会
議
員
で
昨
年
９
月
に
亡
く

な
ら
れ
た
、
故
・
熊
澤
芳
潔
さん
が
特
別
叙
勲

（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
し
、
渡
辺
俊
一
町

長
か
ら
孝
明
さん
（
次
男
）
に
勲
記
と
勲
章
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
澤
さん
は
、
平
成
７
年
５
月
か
ら
平
成
11

年
４
月
ま
で
と
、
平
成
15
年
５
月
か
ら
令
和

４
年
12
月
ま
で
の
６
期
23
年
７
カ
月
に
わ
た

り
、
足
寄
町
議
会
議
員
と
し
て
町
の
振
興
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
則
秋
さん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　
令
和
５
年
秋
の
叙
勲
（
消
防
功
労
・
瑞
宝

単
光
章
）
を
受
章
し
た
元
足
寄
消
防
団
副
団

長
の
佐
藤
則
秋
さん
に
渡
辺
俊
一
町
長
か
ら
勲

記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さん
は
昭
和
60
年
に
足
寄
消
防
団
に
入

団
し
た
後
、
退
団
す
る
ま
で
の
35
年
間
の
う

ち
、
平
成
21
年
７
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま

で
足
寄
消
防
団
分
団
長
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
足
寄
消
防
団
副
団
長

を
務
め
ま
し
た
。

　
叙
勲
を
受
章
し
た
佐
藤
さん
は
「
団
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
お
か
げ
で
消

防
団
員
と
し
て
35
年
間
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
団
員
活
動
で
の
一
番

の
思
い
出
は
、
平
成
元
年
に
北
海
道
消
防
操

法
訓
練
大
会
に
お
い
て
、
足
寄
消
防
団
が
「
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
」
で
全
道
優
勝
し
た
こ
と

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

～
結
婚
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

「結
婚
相

手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
」
～
の
巻

第
135
回
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令和５年 広報あしょろこの一年

１月号

ふるさと足寄１００年塾 「学遊会」

・新年のごあいさつ
・第43回女性のつどい
・九州大学大学院農学研究院と町
の協定にもとづく講演会
・足寄町営温泉浴場の名称が決定
しました！

３月号

第67回町民スケート大会

・足寄町営温泉浴場「銀河の湯あ
しょろ」いよいよ４月１日にオ
ープン
・ウッドキャンドルナイト
・足寄動物化石博物館が入館者50
万人を達成

５月号

足寄小学校入学式

・第20回統一地方選挙
・入園・入学おめでとう
・令和５年交通安全祈願祭
・新規採用職員を紹介します
・ふるさと足寄応援寄附金

７月号

足寄ふるさとラワンブキまつり2023

・令和５年度行政執行方針
・足寄の初夏の味覚　北海道遺産
「螺湾ブキ」
・体育祭・運動会
・第61回足寄町家畜品評会

９月号

認定こども園どんぐりのジャガイモ収穫

・足寄ふるさと盆踊り・両国花火
大会2023
・名波浩さんがサッカー講習会
・エスコンフィールド北海道で足
寄町をＰＲ！

11月号

第47回楽しい老人のつどい

・功労者表彰、文化・スポーツ賞
等表彰式
・小学校学習発表会・学芸会
・第44回町民マラソン大会
・５年振りに札幌足寄会が開催

２月号

令和５年足寄町はたちのつどい

・「おはなしたんぽぽ」が優良読
書グループとして表彰
・足寄高校生「課題探究」発表
・ジュニアスケート教室
・「みんなでモォ～っとミルクを
飲もう！」牛乳消費拡大運動

４月号

認定こども園どんぐり卒園式

・「だから、足高へ行く。」
・「足寄町学習塾」で自己実現を！
・卒業・卒園おめでとう
・読書感想文コンクール
・ふるさとを考える町民のつどい

６月号

第77回足寄中学校体育祭

・いま話題の足高生にインタビュー
・不法投棄・不法焼却は犯罪です！
・足寄消防団の連合演習
・町内小学校で交通安全教室
・町の財政状況

８月号

夏の全国高校野球北北海道大会開会式

・足寄高等学校野球部が北北海道
大会に初出場
・災害に備える　９月１日は「防
災の日」
・足寄高等学校第65回観岳祭

10月号

足寄中学校文化祭

・地域で作ろう！安心・安全なま
ち！～防犯・交通安全対策～
・第29回町民水泳記録会
・認定こども園どんぐり運動会・
足寄中学校文化祭

12月号

足寄中学校生教育

・まちの台所　令和４年度決算
　令和５年度予算執行状況
・世界に羽ばたけ！足高生
・認定こども園どんぐり発表会
・「交通安全・防犯」町民大会

　
毎
月
１
日
、
15
日
の
朝
に
通
学
路
で
、
通

学
児
童
・
生
徒
の
交
通
指
導
と
安
全
確
保
を

行
っ
て
い
る
人
を
見
掛
け
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
交
通
安
全
指
導
員
は
、
町
長
か
ら
任
命
を

受
け
、
児
童
・
生
徒
の
通
学
お
よ
び
町
内
各

種
事
業
に
お
い
て
交
通
安
全
の
指
導
、
啓
発
、

普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
指
導
員
は

12
人
い
ま
す
が
、
町
内
全
域
で
行
う
活
動
に

対
し
て
指
導
員
の
人
数
が
足
り
て
い
な
い
状

況
で
す
。
今
後
も
継
続
し
た
交
通
安
全
活
動

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
新
し
い
指
導

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
し
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
活
動
内
容
】

①
新
入
学
児
童
街
頭
指
導

（
入
学
式
か
ら
５
日
間
）

　
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
、
芽

登
お
よ
び
足
寄
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
に

新
入
学
し
た
児
童
・
生
徒
の
見
守
り
と
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
螺
湾
と
大
誉
地
に
つ
い
て
は
、
指
導
員
不

在
の
た
め
未
実
施
。

②
定
例
街
頭
指
導
（
毎
月
１
日
と
15
日
）

　
午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
、
足

寄
小
中
高
等
学
校
の
児
童
お
よ
び
生
徒
の
見

守
り
と
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
町
内
小
中
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
や
町

内
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
整
備
や
指
導
を

実
施

※
街
頭
指
導
の
み
の
活

動
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
募
集
内
容
】

募
集
期
限
：
随
時
受
付

募
集
人
数
：
若
干
名

資
格
・
対
象
：
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、

町
内
に
居
住
す
る
方

報
酬
：
日
額
３
０
０
０
円

費
用
弁
償
：
必
要
に
応
じ
て
、
通
勤
手
当
を

支
給

制
服
等
：
貸
与

詳
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

町
有
林
に
お
け
る
森
林
吸
収
源

「
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
22
回

交
通
安
全
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
カ
ー
ボ
ン
）

の
削
減
努
力
を
し
た
上
で
、
ど
う
し
て
も
減

ら
せ
な
い
排
出
量
に
つ
い
て
、
他
の
団
体
等

が
削
減
し
た
分
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
購
入

す
る
こ
と
で
埋
め
合
わ
せ
る
（
オ
フ
セ
ッ
ト
）

こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
手
段
と
し
て

　
本
町
は
、
平
成
20
年
に
他
地
域
に
先
駆
け

て
、
下
川
町
、
滝
上
町
、
美
幌
町
と
と
も
に

４
町
で
連
携
し
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
吸
収
量

活
用
推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
翌
21

年
か
ら
は
、
間
伐
促
進
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

第
１
号
認
定
を
受
け
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
、

４
町
合
わ
せ
て
２
１
９
５
ha
の
森
林
を
対
象

と
し
て
、
間
伐
を
適
正
に
行
う
森
林
経
営
活

動
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を
増
大
さ
せ
る
事

業
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
量
は
現
在
、

２
万
６
８
１
１
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源

対
策
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
こ
れ
か
ら
も

本
町
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

�

☎
28

－

３
８
６
３

役
場
経
済
課
林
業
振
興
担
当

�

☎
28
―
３
８
６
２

出典：平成26年度カーボン・オフセットレポート

Ｊ－クレジット
制度

北海道森林
バイオマス
吸収量活用
推進協議会

クレジット

資金等の支援 他の場所での
削減・吸収量

排出量の把握

削減努力

どうしても減ら
せない排出量

埋め合わせ
（オフセット）

国
が
定
め

た
制
度
の

下
で
、
排

出
や
削
減

し
た
Ｃ
Ｏ

２
に
与
え

た
経
済
的

な
価
値
の

こ
と
で
す
。

企
業
等
が

そ
れ
を
売

買
す
る
こ

と
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
が
進

む
こ
と
が

期
待
で
き

ま
す
。
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求
の
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方

は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－
６
７
３
１

－

２
８
８
９

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
労
災
補
償
・
救
済
に
つ

い
て

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ
れ

が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に

基
づ
く
各
種
保
険
給
付
や
、
石
綿
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特

別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
過
去

に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
都
道
府
県
労
働
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

詳
細　
北
海
道
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

予
備
自
衛
官
補
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
一
般

募
集
資
格　
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

▼
技
能

募　

集

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

　お豆音楽祭実行委員会では「お豆音楽祭２０
２４」を開催します。地元のバンドやプロの歌
手が出演する音楽フェスのほか、ダンスのワー
クショップ、飲食ブースなど幅広い内容を用意
してお待ちしています。皆さんぜひご来場くだ
さい。
日時　３月10日㈰　正午～午後９時
場所　本別町中央公民館（北１丁目）・本別町
　　　体育館（北２丁目）
料金　前売り券：４，２００円
　　　当日券：５，５００円
　　　取扱店：ローソン（Ｌｏｐｐｉ）・道の
　　　　　　　駅ステラ★ほんべつ
　　　　　　　※ドリンク別

詳細　お豆音楽祭実行委員会
　　　☎０８０－４５０６－６４０１
　インスタグラムのメッセージでも問い合わせ
できます。

銀河の森天文台からのお知らせ

「写真展」の作品を募集します
　３月８日から24日に開催される「２０２３年
度　銀河の森天文台　写真展」に向けて、皆さ
んの撮影された天体・星空の写真を募集してい
ます。
応募期限　２月29日㈭まで（当日消印有効）
募集写真　令和５年３月１日～令和６年２月29
日までに撮影された天体や星空の写真
応募方法　持ち込み、郵送、データ送信
　お１人につき２枚まで応募可能。写真タイト
ル、撮影者名（ニックネームでもＯＫ！）を別
紙等にご明記ください。
　展示可能な範囲で、撮影日時、撮影場所、撮
影機材、撮影データ、コメントをお送りください。
応募宛先　〒089－4301　陸別町宇遠別
　銀河の森天文台　写真展担当
データ送信先　ginga@rikubetsu.jp
詳細　銀河の森天文台　☎２７－８１００
　　　https://rikubetsu.jp/tenmon/

●
団
体
に
も
本
の
貸
し
出
し
で
き
ま
す
！

　
図
書
館
で
は
、
各
団
体
へ
の
本
の
貸
し
出

し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
利
用
者
さ
ん
に

く
つ
ろ
い
で
ほ
し
い
」「
空
き
時
間
を
有
効

活
用
し
た
い
」
な
ど
、
読
書
か
ら
得
ら
れ
る

有
意
義
な
時
間
を
提
供
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
の
種
類
、
冊
数
や
貸
出
期
間
等
は
ご
希
望

を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
実
施
先
〉
ネ
イ
パ
ル
足
寄
（
随
時
）、
町

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
月
１
回
）
な
ど

●
２
月
に
読
み
た
い
本

「
お
に
た
の
ぼ
う
し
」

　
言
わ
ず
と
知
れ
た
名
作
で
す
。

「
お
に
は
わ
る
い
っ
て
、
き
め
て
い
る
ん
だ

か
ら
。
お
に
に
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
に
な
。

に
ん
げ
ん
も
、
い
ろ
い
ろ
い
る
み
た
い
に
。」

深
い
言
葉
で
す
。
ご
家
族
で
一
緒
に
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

●
今
月
の
展
示

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」

「
ひ
な
ま
つ
り
」

「
音
楽
の
力
」

●
一
般
書

「
ま
ぼ
ろ
し
を
織
る
」�

ほ
し
お　
さ
な
え

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
マ
ン
と
覚
醒
す
る
女

た
ち
」�

東
野　
圭
吾

「
し
あ
わ
せ
の
輪
」�

群　
よ
う
こ

「
常
識
や
ぶ
り
の
ア
イ
デ
ア
お
や
つ
」

�

ｓ
ｙ
ｕ
ｎ　
ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

●
児
童
書

「
お
に
の
パ
ン
や
」�

塚
本　
や
す
し

「
お
す
し
が
あ
る
ひ
た
び
に
で
た
」

�

田
中　
達
也

「
キ
ュ
リ
オ
と
オ
ウ
ム
の
王
子
」

�

斉
藤　
洋

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お豆音楽祭２０２４を開催！

お豆音楽祭
（インスタグラム）

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

募
集
資
格　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
者
（
資
格
に
よ
り
年
齢
制
限
は
53

歳
未
満
か
ら
55
歳
未
満
）
※
資
格
等
の
細
部

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
11
日
㈭
ま
で

試
験
日　
４
月
６
日
㈯
か
ら
21
日
㈰
の
指

定
す
る
日

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
obihiro

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
、
金

融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す

る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　
①
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者　
②
平
成
15

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
、
大
学
（
短

大
お
よ
び
高
専
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
者
お

よ
び
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
大
学
等
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

受
付
期
間　
２
月
22
日
㈭
午
前
９
時
～
３
月

25
日
㈪
ま
で

申
込
方
法　

https://w
w

w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

試
験
日　
５
月
26
日
㈰

詳
細　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

お
知
ら
せ

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故
防
止
等
の
お
願
い

　
毎
年
、
沿
道
家
屋
等
か
ら
の
落
氷
雪
に
よ

る
死
傷
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
冬
季
間
の
生
活
に
は
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
通
行
を
円
滑
に
し
、

事
故
を
無
く
す
た
め
、
落
氷
雪
が
懸
念
さ
れ

る
沿
道
家
屋
等
に
は
雪
止
め
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
落
氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪

は
通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
除
去
す

る
と
と
も
に
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

詳
細　
帯
広
開
発
建
設
部
足
寄
道
路
事
務
所

☎
０
１
５
６

－

25

－

２
６
０
１

と
か
ち
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
フ

ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
か
ち
」
に
つ
い
て

　
十
勝
総
合
振
興
局
で
は
、
２
０
５
０
年
の

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
実
現
に
向
け

て
、
と
か
ち
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
行
動
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
か
ち
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
十
勝
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
つ
な
が
る
行
動
の
写
真
を
撮
り

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
「
#
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ

ッ
プ
と
か
ち
」
の
タ
グ
を
付
け
て
投
稿
す
る

と
、
抽
選
で
60
人
に
木
製

ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間　
２
月
29
日
㈭
ま
で

詳
細　
十
勝
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

☎
０
１
５
５

－

26

－

９
０
２
７

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」
で
す

　
１
８
５
５
年
２
月
７
日
、
日
本
と
ロ
シ
ア

と
の
間
で
「
日
露
通
好
条
約
」
が
調
印
さ
れ
、

択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
に
国
境
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
も
、
択
捉
島
、
国

後
島
、
色
丹
島
お
よ
び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
は
、
一
度
も
他
国
の
領
土
と
な
っ

た
こ
と
が
な
い
、
日
本
国
有
の
領
土
で
す
。

　
北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
政

府
間
の
努
力
に
加
え
て
、
こ
の
問
題
に
対
す

る
多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
２
月
７
日
を
一
つ
の

機
会
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　
千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
十
勝
支
部

☎
０
８
０

－

１
８
８
６

－

９
６
２
２

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
の
退
職

金
請
求
に
つ
い
て

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金
請 ファーストス

テップとかち

から町別陸 から町別本
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今月の表紙

☆令和６年足寄町はたちのつどいが行
われました。式典の後には、中学・
高校時代の恩師も参加して祝賀会が
行われました。皆さん、きれいな振
り袖や真新しいスーツ姿に同級生や
お世話になった恩師との再会で楽し
そうに笑顔を見せてくれました。

☆祝賀会では、二十歳の抱負を思い思
い書いてくれました。「健康に」「元
気に」との言葉を書く人が多くあり
ました。これからも皆さんが健康で
ご活躍されることを心から応援して
います。

☆令和５年12月末現在の住民基本台帳
人口をお知らせします

人　口　６，１７０人
　男　　３，０４１人
　女　　３，１２９人
世　帯　３，２９８世帯

　１月７日㈰に行われた「令和６年足寄町は
たちのつどい」でのスナップです。

遠藤　茉
ま し ろ

白ち
  ゃ
   ん

（令和３年12月17日生まれ）

　好きなものはお肉、ブドウ、
スイカちゃん☆お姉ちゃんを追
いかけて、走るのも話すのも歌
うのも早かったね。持ち前の明
るさで友達たくさん作って、楽
しい毎日にしてね♪

啓佑・琴絵さ
んの子

山本　山本　瑚瑚
こ な つこ な つ

夏夏ち
  ゃ
   ん

� （令和５年７月24日生まれ）

　日に日にできることが増えて
きたね！これからもニコニコ元
気に過ごそう！
　みんなに愛される子に育つん
だよ！！

� 稜・真結さ
んの子

ひとのうごき

１月末の住民基本台帳

人　口　　６，１４９ 人　（－21)
　男　　　３，０３３ 人　（－８)
　女　　　３，１１６ 人　（－13)
世　帯　　３，２８３世帯（－15)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

　「うちの人気者」では小学校入学前のお
子さんを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお
待ちしています！過去に掲載したお子さん
も、掲載後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ
投稿フォームからお申し込みください！お
問い合わせは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８－３８５０

うちの人気者
投稿フォーム

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで


